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地元の良さ、再認識
⼤⽥原に住んでいる私たちが「当たり前」
と思っていること…。それが移住してきた
⼈にとっては「魅⼒」に感じられていま
す。この通信では、そんな⼤⽥原の魅⼒に
ついて、毎⽉１回お伝えしています。

オーガニック（有機）・⾃然栽培を営む農家と消費者を、暮らしにかかせないマルシ
ェ（市場）という場を通してつなぎ、本当に安⼼なものを地域に届け、環境にやさし
い持続可能な社会に変えていきたい…その想いで、昨年7⽉から毎⽉第3⽇曜⽇に開催
している「はちまるＢｉｏ(ビオ)マルシェ」。今回は事務局をされている松本さんと⼩
林さんにお話を伺いました。

⽥舎暮らしがしたいと14年前に宇都宮市から移
住。農薬や肥料を使わずにブルーベリーや野菜
などを栽培している他、⾐⾷住の「⾐」の部分
に 関 わ り た い と 、 ⾃ 然 栽 培 で 種 か ら 綿 花 を 育
て、⽷をつむいでいる。

松本かほるさん

仕事を辞めても続けられるものが欲しいと思っ
ていた時、⼿織りの教室を主催する向井淑⼦⽒
に出会う。その後、千葉県から移住。現在は草
⽊染と織りの仕事をし、松本さんの綿花を使っ
た作品作りもしている。

⼩林真⼸さん

地域に広がるオーガニックの輪地域に広がるオーガニックの輪
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「あな
たの当たり

前は、誰かの魅⼒かもしれない…」

那須野が原からつなぐ、届ける

�はちまる
Ｂｉｏマルシェ

●オーガニック（有機）・⾃然栽培を意識したきっかけ
松本さんー「⾃分が⾷べるものをというよりも、環境問題が気
になっていました。このままだと地球や農業はどうなってしま
うんだろうかと…。私も綿花栽培を始めた頃、農薬を使わず有
機栽培でいいと思っていたのですが、本を読んだりして、より
環境などに配慮した⾃然栽培にしました。」

※『沈黙の春』…1962年に出版されたレイチェル・カーソンの著
書 。 農 薬 な ど の 化 学 物 質 の 危 険 性 を 「 ⿃ 達 が 鳴 か な く な っ た 春 」
という出来事を通し訴えた作品。

⼩林さんー「私の原点は⼤学時代に『沈黙の春（※）』という
本 に 出 会 っ た こ と で す 。 こ の 作 品 が ず っ と ⾃ 分 の 中 に あ っ
て…。卒業後、農業の普及員の仕事に就きましたが、⾃分が⼤
切にしていることとは違う、化学肥料や品種改良された種を勧
める仕事だったため、転職しました。」

松本さんの育てた綿花で
⽷紡ぎをする⼩林さん

⾝体や環境にやさしい農産物や加⼯品、
クラフトなどが揃う「はちまるBioマルシェ」

松本さんが育てた綿花



取材した⽅に聞きました！取材した⽅に聞きました！

⼤⽥原あなた
の好きな

畑につながる景⾊
(福原)

⼩林さんー「⼤⽥原に来て10数年が過ぎましたが、⽔⼝さん
や古⾕さんのように、⾃分が諦めた農薬や化学肥料を使わな
い農業をやっている⼈を、もっと多くの⽅に知ってもらいた
いと考えていました。それがようやく実現した感じです。」

松本さんー「こんなマルシェがあったらいいねという⼆⼈の
⼩さな夢に、⼤⽥原で有機栽培をされているグリーンファー
ム⽔⼝さんと古⾕農産さんが協⼒するよと⾔ってくださった
ことがとても⼤きいです。そこから、いろんな⽅たちとのご
縁ができて、出店してくださる⼈と繋がっていきました。」

はちまるBioマルシェはちまるBioマルシェ
・2022年5⽉15⽇（⽇）・2022年5⽉15⽇（⽇）
・10時∼15時・10時∼15時
・成⽥⼭遍照院境内・成⽥⼭遍照院境内
��（⼤⽥原市本町1-5-1）（⼤⽥原市本町1-5-1）

お問合せ先：090-3572-6437お問合せ先：090-3572-6437
（はちまるBioマルシェ事務局）（はちまるBioマルシェ事務局）

次回の次回の

はちまるBioマルシェの
ホームページはこちら！

⼭の⼊⼝

菜の花が広がる

⼩林さんー「はちまるBioマルシェだけでなく、他にもオーガニックや地産地消のマル
シェがあります。地元の⽅だけでなく、遠⽅からも来てもらえるような地域になると
いいなと思います。」

⼩林さん（左）と松本さん（右）

●マルシェを通じて伝えたい想い

空き家バンク空き家バンク
「空き家バンク」は、所有している空き家
の情報を登録していただき、利⽤したい⽅
に情報提供する制度です。
詳しくは下記の担当課にご連絡ください。

建築住宅課   Tel：0287-23-1916

お問合せ

⼤⽥原市の移住相談窓⼝ 

⼤⽥原市移住・定住交流サロン
 

⼤⽥原市役所 総合政策部 政策推進課
⼤⽥原市本町1-4-1  ⼤⽥原市役所Ａ別館2階

Tel：0287-23-8794
Mail : salon@ohtawara-ijyu.jp

掲載したい情報をお寄せください！

⼤⽥原の暮らし、地域情報など発信中！
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⼤⽥原に住みたい⽅がいます！⼤⽥原に住みたい⽅がいます！
お持ちの空き家を活⽤しませんか？お持ちの空き家を活⽤しませんか？

●出会いによって起こる変化
先に移住し、綿花を育てていた松本さんを、知⼈を通じて知った⼩林さんが訪ねたこ
とによって出会ったお⼆⼈。その後、松本さんが地域のマルシェに出店する際には、
必ず⼩林さんが⼿伝うようになり、⾃分たちでオーガニックマルシェをやりたいねと
話すようになったそう。

「ここに戻ってくるとホッ
とする」という松本さん。

進んでいくと…

松本さんー「このマルシェを通してオーガニックが広まり、有機や⾃然栽培を取り⼊
れる⽣産者や消費者が少しでも増えてくれたら嬉しいです。」

毎⽉第3⽇曜⽇ 開催

毎⽉第3⽇曜⽇ 開催


